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分光分析を用いる新しい非破壊計測法
－実用化を目指す農産物品質の新しい非破壊計測法－

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

代表研究者： 伊藤 秀和
所 属： 食品分析研究領域

非破壊計測ユニット
問合わせ先： 交流チーム:  029-838-7980

分析・標準化

背景
近赤外分光法は、果実糖度の非破壊計測を中心に実用化されているが、精度

を落とさずに機器を低コスト・小型化することや計測対象の品質成分の光吸収特
性に配慮した非破壊計測（右下＊印）等が新らたに求められている。

実用化に至った研究開発（拡散反射測定モード利用）の紹介

①近赤外分光法を用いた非接触非破壊計測
（メロン、トマト、小玉スイカの糖度等の非破壊計測で実用化）

②可視・近赤外分光法を用いた

トマト中リコペンの非破壊計測

農研機構

食品研究部門

測定時の集光性が良く、低コストかつ
高精度な計測が可能な拡散反射
（インタラクタンス）モードによる非破壊
計測

＊色素であるリコペンは可視光、
糖度は近赤外光により、成分に
直接関連する光学的情報を捕捉

メロンの品質（糖度、水浸状果肉）の非破壊計測器は２６０台以上普及

非破壊計測精度を改善する
非接触スペクトル測定法の
開発

妥当性の高い説明変数の採用
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